
熊本工場冷蔵倉庫増設工事竣工式
　

　 令和５ 年７ 月よ り 着工し た冷蔵倉庫増設の工事が無事完了し 、 令和６ 年７ 月22日、 熊本工場において

関係者の皆様にご参列いただき 、 竣工式を執り 行いま し た。

　 冷蔵倉庫の増設部分は、 延べ床面積2,287㎡（ １ 階冷蔵倉庫1,724㎡、 １ 階通路他228㎡、 ２ 階事務所他

335㎡）、 屋根にはソ ーラ ーパネルを設置し 、 環境にも 配慮し た設計と なっていま す。

　 ８ 月よ り 運用を開始し 、 安全・ 安心を強化する と と も に、 完成し ま し た冷蔵倉庫を基にし て、 新し い

時代に対応する 物流環境と 製造体制の効率化を目指し た取り 組みをさ ら に進めてま いり ま す。

隈部会長挨拶

全体写真

冷蔵倉庫
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熊本県酪農政治連盟　 第60回通常大会

　 熊本県酪農政治連盟の

第60回通常大会（ 総会）

が７ 月10日（ 水）、 熊本

ホテルキャ ッ ス ルで開催

さ れま し た。

　 当日は通常大会前に全

体委員会が開催さ れ、 一

般社団法人Ｊ ミ ルク の内

橋政敏専務理事から 「 酪

農を 巡る 情勢について」

と 題し た記念講演を頂き ま し た。 講演では、 2024

年度の需給見通し 、 ウ ク ラ イ ナ情勢不安によ る 国

内外の飼料動向、 改正食料・ 農業・ 農村基本法や

国内における 持続的な畜産物生産の在り 方等につ

いて説明があり ま し た。

　 通常大会で、 隈部洋委員長が昨年の政治活動報

告と と も に、 県知事選挙支援や要請・ 理解醸成活

動、 酪農に対する 行政施策へのお礼を 述べ、「 現

在、 適正価格の形成について議論さ れており 、 生

産コ ス ト の上昇を適正に取引価格へ反映さ せる こ

と に生産者は期待し ている 。 今後も 酪農経営の安

定に向けた施策の要請のため、 関係機関・ 団体と

協調し 、 熊本県酪政連と し て一致団結し て活動を

展開し ていく 」 と 挨拶さ れま し た。 続く 来賓祝辞

では、 自民党熊本県連会長で熊本県議会自民党酪

政会の前川收会長は県知事選挙に対する 支援への

お礼を 述べ、「 食料・ 農業・ 農村基本法が改正さ

れ、 今後実行計画が策定さ れていく 。 農産品の適

正価格形成について基本法に謳われる こ と は非常

に画期的なこ と 。消費者の理解が必要と なる ため、

我々も 意識し ながら 頑張り たい。 菊池地域におけ

る TSMCに関する 農地の問題については、 細かく

意見を聞き ながら 農地を確保し 、 農地不足に陥ら

ないよ う にする 。 こ れま で同様、 生乳生産でき る

よ う 対応し ていく 」 と 挨拶さ れま し た。

　 ま た、日本酪農政治連盟の坂本保幹事長から「 酪

農環境は非常に厳し く 、 本年は酪農家支援に対す

る 事業について継続措置や拡大を国に要請する 。

　 さ ら に、 国が進める 食料安全保障に対し 、 自給

飼料増産対策の強化を求めていく 。 熊本県酪政連

のご支援・ ご指導のも と 、 日本酪政連は活動を展

開し ていく ので、 今ま で以上のご支援をよ ろし く

お願いし たい」 と 挨拶があり ま し た。

　 その後の議事では、 球磨酪農農業協同組合の中

村幹雄委員を議長に選任し 、 令和５ 年度運動報告

並びに収支決算承認の件、 令和６ 年度運動方針並

びに収支予算（ 案） 承認の件、 令和６ 年度会費の

賦課並びに徴収方法決定の件、 およ び役員補欠選

任の件の４ 議案すべて原案通り 承認さ れま し た。

■新常任委員

隈部 委員長 前川 自民党県連会長 坂本 日本酪政連幹事長

議長： 中村 委員
（ 球磨酪農協）

講師： 内橋 専務理事
（ 一般社団法人Ｊ ミ ルク ）

氏　 　 　 名 所　 　 　 属

岩見　 誠也 ホワ イ ト 酪農業協同組合

内ヶ 島美津代 熊本県酪農女性部協議会

会場風景
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第4 8 回熊本県乳牛改良同志会通常総会

　 去る 、 ７ 月８ 日（ 月）、

メ ルパルク 熊本（ 熊本市

中央区） で熊本県乳牛改

良同志会の第48回通常総

会が開催さ れま し た。

　 冒頭、 西本道靖会長

よ り 、 オール九州B＆W

シ ョ ウ や同志会ベビ ー

ショ ウ など の活動報告や

今秋に行われる 九州連合

ホルス タ イ ン共進会、 全

日本ホルス タ イ ン共進会

に向けて活動を充実さ せ

たいと の挨拶があり ま し

た。 その後、 ら く のう マ

ザーズ 小池常務の挨拶、

九州農政局農政調整官桑

原氏およ び熊本県畜産課

課長補佐下西氏に来賓挨

拶を賜り ま し た。その後、

野村氏（ JA宇城） を 議

長に選任し 、 令和５ 年度

事業報告及び収支決算承

認の件、 令和６ 年度事業

計画及び収支予算（ 案）

承認の件、 令和６ 年度会

費及び徴収方法（ 案） 決

定の件の３ 議案について

審議さ れ、 いずれも 原案

通り 承認さ れま し た。

　 ま た、 西本会長よ り 、 昨今の同志会における 事

業活動において、 資材費高騰等の影響を受け十分

な財源を確保する こ と が難し く なってき たこ と か

ら 、 今年度議論を行い、 地元の支部長や役員を通

し て、 ご意見を頂き たいと 提案があり ま し た。

　 総会終了後、 北海道上士幌町の酪農家吉田智貴

氏を講師に迎え、「 酪農を楽し むための牛づく り 」

と 題し て、 ショ ウ に向けた飼養管理技術について

記念講演が行われ、 出席者は熱心に聞き

入っていま し た。

　 ま た、 カウ オブザイ ヤー、 熊本県総合指

数、 生涯生産乳量、 高能力牛群農家、 審査

成績優秀農家、 高能力牛、 体型審査好体型

牛の報告がなさ れ、 令和５ 年度カウ オブザ

イ ヤーは、 松島太一氏（ 熊本酪農協） 所有

の「 キー エピソ ード  ク ラ ツ シヤブル」 号、

準カウ オブザイ ヤーは、 犬童直行氏（ 球磨

酪農協） 所有の「 アーク ヒ ル ＭＢ Ｂ  ゴー

ルド ロ イ 」 号が選ばれま し た。

西本会長

野村議長

吉田講師

全体写真
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熊本県乳用牛群検定組合第2 3 回通常総会

　 去る 令和６ 年７ 月

５ 日KKRホ テ ル 熊

本にて、 熊本県乳用

牛群検定組合第23回

通常総会が開催さ れ

ま し た。

　 総会に先立ち、 令

和５ 年度の検定成績

及び体細胞の年間成

績の表彰式が行われ

ま し た。

　 山口組合長挨拶で

は、 酪農情勢や検定

に係る 新シス テムの

状況報告、 検定結果

を活用し た牛群改良推進等の話があり ま し た。 続

く 来賓挨拶は、 ら く のう マザーズの小池常務と 熊

本県農林水産部生産経営局畜産課の安武主幹よ り

ご祝辞を賜り ま し た。

　 総会では、 議長に前田氏（ 熊本乳牛農協） が選

任さ れ、 令和５ 年度事業報告及び収支決算承認の

件について、 令和６ 年度事業計画及び収支決算予

算（ 案） 承認の件について、 会費及び頭数割り 料

金・ 負担金等徴収（ 案） について全３ 議案が審議

さ れ、 原案通り 承認さ れま し た。

　 通常総会に続き 、 山口茂樹氏（（ 一社） 家畜改

良事業団情報分析センタ ー企画課課長） を講師に

迎え、「 牛群検定における ゲノ ミ ッ ク 評価の活用

について」 と 題し て記念講演が行われま し た。 内

容と し て、 全国と 比較し た熊本県の検定実施状況

や各指数の見方や活用法、 改良情報のポイ ント 等

の話があり ま し た。

〔 検定加入状況〕 令和６ 年３ 月末現在

　 農家戸数： 322戸　 　   （ 前年比96.1％）

　 頭　 　 数： 23,477頭　（ 前年比99.4％）

　 Ａ Ｔ 検定農家戸数： 146戸

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （ 前年よ り 14戸切り 替え）

１ ． 牛群検定成績の部

順位 年間成績

１ 位 　 風間　 健太 （ 火の国酪農協）

２ 位 　 ㈱洞田貫牧場 （ 大阿蘇酪農協）

３ 位 　 梁池　 仁嘉 （ JA 菊池泗水）

２ ． 体細胞の部

順位 年間成績

１ 位 　 林田　 敏之 （ 球磨酪農協）

２ 位 　 山下　 誠也 （ JA 菊池泗水）

３ 位 　 松田　 信一 （ 球磨酪農協）

山口組合長

表彰式

記念講演　 山口茂樹氏議長　 前田洋一氏
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第２ 回酪農後継者育成塾が開催さ れま し た
生産本部　 営農指導課　

　 去る 、 ７ 月10日（ 水） に第２ 回酪農後継者育成

塾が開催さ れ、 29名が受講し ま し た。

　 今回のテーマは「 暑熱

対策について」 と 題し 、

日産合成工業株式会社の

増田詠子氏にご講演いた

だき ま し た。

　 ま ず、 牛舎設備におけ

る 暑熱対策のポイ ント と

し て、

① 効果的な風速は２ m /s 

以上が必要なこ と

② 換気扇設置場所の優先順位や風の乱れがないよ

う に直進さ せる こ と

③ 細霧装置やソ ーカーシス テムのメ リ ッ ト ・ デメ

リ ッ ト について

④ 屋根の断熱材や散水、 ま た、 石灰塗布によ る 輻

射熱対策について

　 次に、 暑熱期における 飲水のポイ ント と し て、

① 水槽やウ ォ ータ ーカッ プの清掃を行い、 綺麗な

水を十分に飲ま せる こ と

② 繋ぎ飼いの場合は、吐水量（ 20L/分） を確認し 、

十分に水が飲める よ う にする こ と 。 し かし 、 吐

水量が不十分な場合は、 配管を太く する など の

改善を行い、 水を飲める 環境整備が必要と のこ

と

　 最後に、 飼料から の暑熱対策については、 下記

の話があり ま し た。

　 問題点と し て、 ①暑熱期は粗飼料の摂取量が低

下する こ と 、 ②呼吸が早く なり 唾液によ る ルーメ

ン緩衝機能が低下する こ と 、 ③採食行動の変化と

し て固め食いや選び食いを する よ う になる こ と 。

こ れら によ り 、 ルーメ ンアシド ーシス のリ ス ク が

高ま る ので牛群の糞の状態や反芻し ている 頭数の

確認など についての対策と し て、 ①ルーメ ンpH

を維持する ためには、 良質な粗飼料を給与し 、 粗

飼料割合と 有効繊維の確保や重曹、 酸化マグネシ

ウ ムの給与、 ②乾物摂取量の減少で不足する エネ

ルギーをバイ パス 油脂等で補う （ 乳脂肪対策にも

有効）、 ③抗酸化物質の給与（ ビタ ミ ンA ＆E、 ミ

ク ロ ミ ネラ ルなど ）、 ④餌の給餌回数の増加や餌

押し の回数を 増加さ せる こ と 。 こ の様な対策が、

有効になる と 説明さ れま し た。

　 受講後は各グループに分かれ、「 自牧場におけ

る 暑熱期の課題や問題」 についてグループワ ーク

を行い、 各牧場の課題を共有し ま し た。

　 受講後の ア ン ケ ート で は、「 換気扇や飼槽、

ウ ォ ータ ーカッ プの清掃」、「 換気扇の設置位置の

確認」、「 餌押し 回数を増やす」、「 すぐ に実践でき

る こ と から 行っていき たい」 など の意見が多く あ

り ま し た。

　 次回は県内の優良農場の視察を予定し ており ま

す。 なお、 暑熱期の対策や飼養管理に関する ご相

談等ございま し たら 担当ま でご連絡下さ い。

 （ 営農指導課 TEL： 096− 388− 3510 担当： 鶴田）

増田氏

講演の様子
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第51回全国酪農青年女性酪農発表大会
～九州代表と し て宇藤貴夫氏が出場～

　 第51回全国酪農青年女性酪農発表大会が、 ７ 月

18日～ 19日の２ 日間、 名古屋東急ホ テル（ 愛知

県名古屋市） で開催さ れ、 酪農経営発表の部に宇

藤貴夫氏（ 大阿蘇酪農協） が出場さ れま し た。

　 二年ぶり の開催と なる 本大会に、 約450名の酪

農家（ 内熊本から 25名参加） や酪農関係者が集ま

る 中、 酪農経営発表・ 意見体験発表各部６ 名ずつ、

計12名（ う ち、 １ 名がリ モート ） の発表が行われ

ま し た。

　 九州の代表と し て発表さ れた宇藤氏は、 薬剤師

と いう 安定し た職業から 、 酪農家の道に進み０ か

ら のス タ ート 。 現在は、 代表取締役と し て安定し

た牧場経営をさ れている 傍ら 、 経営方針と し て最

も 重要なこ と は「 バラ ンス 」 だと 発表さ れ、 審査

員の方々から も 「 素晴ら し い」 と の評価をいただ

き ま し た。 昨今の酪農情勢において安定し た経営

体を維持し ている 宇藤氏には今後も 期待が高ま り

ま す。

　 発表の結果、 酪農経営発表の部の最優秀賞は、

酪農ヘルパーから 第三者継承をさ れ、 牛の健康状

態を 記録し 、「 見える 化」 の実践、 自給飼料生産

拡大のためのコ ント ラ 組合の立ち上げ等の特色あ

る 経営内容を発表さ れた西日本会議代表の筒井省

悟氏が農林水産大臣賞も 併せて受賞さ れま し た。

　 ま た、 意見・ 体験発表の部の最優秀賞には、 社

会人経験を生かし た時間の有効活用法や６ 次化製

品販売、 ま た、 新規就農希望者へ向けての活動に

ついて発表さ れた北海道会議代表の牧之瀬佳貴氏

が受賞さ れま し た。 惜し く も 宇藤氏は最優秀受賞

が叶いま せんでし たが、 その堂々たる 発表内容に

多く の参加者が感銘を受けたと 思いま す。

　 発表終了後には、 懇親会が催さ れ、 全国の酪友

が交流を深めま し た。 ま た、 翌日19日には雪印メ

グミ ルク 株式会社常務執行役員　 森隆志氏の記念

講演が行われる など、 大いに盛り 上がる 内容と な

り ま し た。

　 大会終了後、 次期全国酪農青年女性会議委員の

役員改選に伴う 紹介があり 、 今回、 九州酪農青年

女性会議委員長の中村俊介氏が全国の委員長へ再

任さ れ、 今後の活動に期待が膨ら んでいる と こ ろ

です。

　 来年の発表大会は岡山県で開催予定と なってい

ま す。 詳細が決ま り 次第、 随時皆様へ情報提供を

し ま すので、ぜひ来年岡山県へ参加頂き ま すよ う 、

よ ろし く お願いいたし ま す。

宇藤貴夫氏

会場風景

発表者集合写真
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　 残暑の候、いかがお過ごし でし ょ う か。 日々

の作業は順調に進んでいら っ し ゃ いま すか？

原稿締切日に確認し たと こ ろ 猛暑の夏と の予

報です。 健康には十分留意さ れてお過ご し く

ださ い。

　 さ て、 表題で書かせて いた だき ま し た が、

来る ９ 月10日に「 ら く のう 牛乳発売50周年」

を 迎えま す。 日頃よ り ら く のう マザーズの乳

業事業に、 ひと かたなら ぬご 支援・ ご 協力を

賜り 、 こ の書面を お借り し ま し て改めてお礼

申し 上げま す。 誠にあ り がと う ご ざ いま す。

皆様のご 支援によ り 乳業事業は順調に成長を

遂げる こ と ができ ており ま す。 引き 続き 宜し

く お願い致し ま す。

　 熊本工場の操業（ ら く のう 牛乳発売） が開

始さ れた50年前、 私は小学６ 年生でし た。 当

時私の地元では、 小学校高学年になる と 新聞

配達等のアルバイ ト が先輩から 引き 継がれて

き ており 、 多分に洩れず私も 新聞配達を し て

いま し たが、 秋になる と 「 ら く のう 牛乳」 配

達が回ってき ま し た。 200m lのテト ラ 三角（ テ

ト ラ ク ラ シッ ク ） の牛乳を ６ 角形の灰色ケ ー

ス に12本（ ？ケ ース 形状＆入数については定

かではあり ま せん）、 500m lを 黄色いク レ ート

に20本入れて配達し ていま し た。 今思えばこ

の時に操業を 開始し たんですね。 なんだかん

だ創業当初から 関わり があっ たのだと 感じ て

いま す。 その後は、 近所に酪農家があ り 宅配

や給食で牛乳を 飲むと いう 、 日常生活の中で

牛乳と 関わっ ており 、 11年後めでたく 本会へ

の入会と なり ま し た。入会後は「 ら く のう 牛乳」

を製造する 部署に配属さ れま し たが、 200m lの

牛乳は配達し ていたテト ラ 三角ではなく 立方

体のテト ラ ブリ ッ ク を 製造し ていま し た。 学

校給食用には子供がス ポーツ を し ている 絵が

描かれて いた 様に記憶し て おり ま す。 ま た、

ヨ ーグルト も チルド 飲料の製造室内で製造し

ていま し たが、 ７ 月にはデザート 工場も 竣工

し デザート 関連設備も 移設さ れま し た。 そこ

から 39年間の殆ど を 熊本工場で過ご し てき ま

し た が、 その間に敷

地・ 建物・ 設備の全

て において 増設・ 更

新を 繰返し てき ま し

た。 入会当初は７ ： 30から の製造で日曜日の

製造はなく 、 繁忙期の土曜日は遅く ま で製造

し て いま し た。 工場内で200ｔ 記念、 250ｔ 記

念と 祝賀会を 行っ ていた記憶があ り ま す。 日

曜日は当番で原乳受入れを 補助し ていま し た

が、 受入検査室はなく タ ン ク ロ ーリ ーが接車

する 受乳場でサン プル採取と 検査を 行っ てい

ま し た。 そこ から 消費者の「 安全・ 安心」 へ

の要求は年々高ま り 、 HA CCPシス テムも 導入

し ま し た。 建物で言えば、 HA CCPに対応する

ための検査機器を 設置し た受入検査室およ び

サン プル採取場を 新設し ま し たが、 ポジティ

ブリ ス ト 制度も あ り 移設・ 増設し ま し た。 ま

た「 ら く のう 牛乳」 を 製造する 充填室も フ ィ

ルタ ーエア ー陽圧化のため増設し 、 製造量お

よ び品目増に伴いタ ン ク 室や資材倉庫・ 冷蔵

庫さ ら に、 排水処理場の増設も 繰返し おこ な

いま し た。 それら にと も ない工場敷地も 大き

く 拡張さ れま し た。 設備については、 老朽化

によ る 更新はも と よ り 新製品開発に伴う 更新

や製造能力増強のた めの更新も あ り ま すが、

建物増設と 同様「 よ り 安全で安心」 を 追求す

る 中で、 殺菌機や付帯する バルブ・ タ ン ク 類

を よ り 衛生的で誤操作防止機能付き の自動化

設備へ更新する と と も に、「 よ り 気密性の高い」

容器の充填設備へ更新し 、 賞味期限延長へも

対応し てき ま し た。 そし て「 よ り 安全に製品

を 保管する 」 ため、 周知のと おり ７ 月22日に

冷蔵倉庫増設工事が竣工し ま し た。 冒頭に記

し ま し た様に、 こ こ ま で成長出来たのも 皆様

の多大なる ご 支援のおかげだと 思っ ており ま

す。 50周年を 通過点と 捉え、 今後も 「 ら く の

う 牛乳」 を 基幹製品と し て益々飲用向けでの

使用増大に努め、 皆様に少し でも 恩返し 出来

る 様努力し てま いり ま す。 引き 続き よ ろ し く

お願いし ま す。

COLUMN ― コ ラ ム ―

ら く のう 牛乳発売50周年を迎え思う こ と

ら く のう マザーズ　 乳業本部長

櫨本　 清和
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　 今年の夏（ ７ ～９ 月） の気温は全国的に平年よ

り 高く 、 観測史上最も 暑く なった昨年に匹敵する

暑さ と なる と 言われ、 実際に７ 月末現在で最高気

温が35度を超える 日が多々あり 、 乳牛や酪農家さ

んにと って厳し い季節と なっていま す。

　 夏の暑熱ス ト レ ス にさ ら さ れた後の秋口にはさ

ら なる 危険が待っていま すので、 暑熱対策の継続

と 秋口対策が必要です。

　 秋が訪れ急に涼し い日が続く よ う になる と 、 暑

熱期に低下し て いた 乾物摂取量（ DMI） は急激

に回復し ま す。 そんな秋口に『 食べた割に乳量が

増えないな』、『 ど こ か不調な牛が増えたな』、『 乳

房炎や蹄病が増えたな』、『 淘汰牛が増えたな』 な

どと 感じ たり 経験をし ている 方も 多いのではないでし ょ う か。 秋口の牛に一体何が起き る のか、 今回は

その原因と その対策について述べま す。

（ 1 ） 不調の原因は消化障害

　  暑熱期は、 以下の要因によ ってルーメ ンアシド ーシス （ ※１ ） になり やすいと 言われていま す。

＜暑熱期のルーメ ン アシド ーシスの要因＞

　 ① かため食い

　 ② バッ フ ァ ー（ 緩衝） 効果の低下

： 呼吸数増加によ る 唾液流失　 反芻回数減少によ っ て唾液

の減少

　 ③ 発酵酸の消化管粘膜から の吸収量低下

： 体表の熱放散のため血流が体表に集中する ので、 消化管

粘膜への血流が減少し 吸収率が低下

　 最近では、 暑熱期の乳脂肪低下などの傾向は見ら れま すが、 激し いルーメ ンアシド ーシス の徴候（ 下

痢など の胃腸障害） を見かける こ と は稀です。 その理由と し て、 多く の人が様々な対策をし ている こ と

と 、 暑熱期のDMIの激し い低下が考えら れま す。 DMIは暑熱期に約８ 割ま で低下し 、 DMIの激し い低

下によ り 腸へ流れ込む不消化の発酵し やすい炭水化物（ 特にデンプンや糖） がそれほど 多く はないため

と 考えら れま す。

　 と こ ろ が、 秋が訪れ急に涼し い日が続く よ う になる と DMIは急激に増加し ま す。 それま で少ない

DMIによ り 発酵酸の吸収力が低下し ている と こ ろへ、 ルーメ ン での発酵酸が激し く 生成さ れ、 吸収に

なれていないルーメ ンの中の発酵酸は増加し 、 厳し いルーメ ンアシド ーシス の危険にさ ら さ れま す。 さ

ら に、急激なDMIの増加、いわゆる ド カ食いは飼料の通過速度を上昇さ せ、不消化の穀類が腸へ流入し 、

腸内で発酵する ため大腸アシド ーシス を起こ し ま す。 その結果、 消化管バリ アが損傷し 、 血中毒素LPS

を増加さ せる こ と になり 、 夏と は異なる 原因の腸漏れ症候群（ リ ーキーガッ ト ） が発生し 、 軟便や下痢

など を引き 起こ し ま す。

秋口の乳牛の健康被害

技術課　 久田眞規子　 　
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2024年7月菊池地域の気温推移
（気象庁より）

平均 最高 最低

※１ ： ルーメ ンアシド ーシスと は

第一胃（ ルーメ ン） 内で酸（ アシッ ド ）

の増加によ り pHが正常よ り 低下し た

状態。 第一胃内のpHの正常範囲は6 ～

7 の弱酸性の状態で、 3 0 0 分／日以上

pH5 .6 を 下回ると （ 急性） ルーメ ン ア

シド ーシスと 呼ばれる 。 通常時は一胃

内のpHは反芻と と も に流れ込む多量

の唾液によっ て適正範囲（ pH6 .5 前後）

に調整さ れている。
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　 吸収さ れた毒素（ LPS） は全身性の炎症を起こ し 、 DMIの低下、 乳生産の低下、 免疫の低下によ る 乳

房炎の発生、 淘汰牛の増加などの不調がみら れる よ う になり ま す（ 下図）。

　 秋口の不調の原因は急激なDMIの上昇に消化が追いつけないために発生する 消化障害ですので、 そ

れら には対策が必要です！

（ ２ ） 消化障害への対策

＜秋口の消化障害への対策＞

①飼料給与の見直し 　 ～粗飼料から 増やす～

　 ・ TM Rで給与し ている 場合は、 夏に給与し ていた濃度のままのTM R を 増給せず、 D M Iが増加し た

分、粗飼料を 増やすよう にし て下さ い。 1 0 日間前後様子を 見たう えで粗飼料・ 濃厚飼料割合を 徐々

に戻し て下さ い。

　 ・ 分離給与の場合も 、 D M Iの増加分は濃厚飼料を 増やさ ず、 ま ず粗飼料を 増やし 、 あと はTM Rの

場合と 同じ よ う に濃厚飼料割合を 徐々に戻し て下さ い。

②添加剤の有効活用

　 ・ 生菌剤（ 枯草菌や乳酸菌） を 給与

　 ・ 重曹の添加： ルーメ ン アシド ーシスの対策

★こ れら は飼料設計担当の方へ必ず相談・ 確認を し てく ださ い

　 皆さ ん、 乳牛の暑熱対策だけでなく 、 その後にく る 秋口対策も 重要である こ と をご理解いただけたで

し ょ う か？少し でも 飼養管理の参考になれば嬉し いです。

　 少し でも たく さ んの乳量が出荷でき る よ う 、 今年の夏～秋口を乗り 切り ま し ょ う ！
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■令和６ 年４ 月１ 日に畜産経営の安定に関する法律（ 畜安法） 施行規
則が一部改正さ れ、 指定事業者が生産者から の生乳委託に係る申出
を 拒める正当な理由と し て、 「 生乳の取引の安定を図る観点から 第
１ 号対象事業を行う ための準備に要する期間を勘案し て定めた申出
の期限を経過後に申出」 さ れたケースが追加さ れまし た。

■指定事業者である九州生乳販連と し ては、 生乳販売に影響を 及ぼす
ほどの増量については、 乳業メ ーカ ーと の取引交渉を行う う えで早
期に情報の把握を行う こ と が望まし いと の考え方から 、 申出の期限
を 設定し まし た。

■令和７ 年度生乳委託計画において令和６ 年度の計画より も ３ ， ０ ０
０ ｔ 以上多い生乳の出荷を希望する場合は 令和６ 年１ ０ 月３ １ 日
までに生乳委託計画のご提出を お願いし ます。

■本期限の対象と なる申出が期限を過ぎていた場合は生乳委託に係る
申出をお断り し ます。

問い合わせ先

熊本県酪農業協同組合連合会

九州生乳販売農業協同組合連合会

096-388-3517

092-432-6021

令和７年度に向けた期限：令和６年１０月３１日
本期限の対象となる申出：令和７年度生乳委託計画において令和６年度

の計画よりも３，０００ｔ以上多い生乳の出荷を
希望する申出
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畜産経営の安定に関する法律（ 畜安法） 施行規則第１ ９ 条では、 指
定事業者が生産者から の生乳委託に係る申出を 拒める正当な理由と
し て、 以下のよう な事項が定めら れています。

・ 季節的な変動要因を超えた増減
・ 短期間の取引（ 年末年始のみ等）
・ 生乳の取引の安定を図る観点から 第１ 号対象事業を行う

ための準備に要する期間を勘案し て定めた申出の期限を
経過後に申出

・ 特定の用途への生乳販売（ 特定の用途・ 乳業への販売を
条件と する場合等）

・ 生乳の品質が基準に不適合
・ 合意なく 約定の数量から 大幅に増減、 等

畜安法施行規則第１ ９ 条っ てなに？

次年度における毎月の生乳生産量、 委託生乳量、 委託割合及びそ
れぞれの日量等を記載し た計画のこ と で、 様式は以下のと おり
（ 例） です。

生乳委託計画っ てなに？

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365
生乳生産量（㎏） ①

日量（㎏/日） ②

委託生乳量（㎏） ③

日量（㎏/日） ④

委託割合（％） ③÷①
委託割合（日量）（％） ④÷②

差（kg） ①－③

毎 ・ 隔 毎 ・ 隔 毎 ・ 隔 毎 ・ 隔 毎 ・ 隔 毎 ・ 隔 毎 ・ 隔 毎 ・ 隔 毎 ・ 隔 毎 ・ 隔 毎 ・ 隔 毎 ・ 隔
集乳頻度
（毎日：毎、隔日：隔）
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